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この取扱説明書は、お読みになったあとも、
保証書とともに、大切に保管してください。
小さなお子様には、保護者の方が読んで説明してあげてください。
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安全上のご注意

656A-J-002A

このたびは、カシオ製品をお買い上げいただき、
誠にありがとうございます。
● ご使用の前に「安全上のご注意」をよくお読み
の上、正しくお使いください。

● 本書は、お読みになった後も大切に保管して
ください。

絵表示について
この取扱説明書および製品への表示では、製品を
安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々
への危害や財産への損害を未然に防止するため、
いろいろな絵表示をしています。その表示と意味
は次のようになっています。

この表示を無視して誤った
取扱いをすると、人が死亡
または重傷を負う危険が差
し迫って生じることが想定
される内容を示していま
す。

この表示を無視して誤った
取扱いをすると、人が死亡
または重傷を負う危険が想
定される内容を示していま
す。

この表示を無視して誤った
取扱いをすると、人が傷害
を負う危険が想定される内
容および物的損害のみの発
生が想定される内容を示し
ています。

  警　告

  注　意

  危　険

絵表示の例

 記号は「気をつけるべきこと」
を意味しています。
（左の例は感電注意）

 記号は「してはいけないこと」
を意味しています。
（左の例は分解禁止）

 記号は「しなければならないこ
と」を意味しています。
（左の例は電源プラグをコンセント
から抜く）

　危　険
アルカリ電池について

アルカリ電池からもれた液が目に
入ったときは、すぐに次の処置を
行ってください。
1.目をこすらずにすぐにきれいな
水で洗い流す。

2.ただちに医師の治療を受ける。
そのままにしておくと失明の原
因となります。

　警　告
煙、臭い、発熱などの異常について

煙が出ている、へんな臭いがする、
発熱しているなどの異常状態のま
ま使用すると、火災・感電の原因と
なります。すぐに次の処置を行っ
てください。
1.電源スイッチを切る。
2. ACアダプター使用時は、プラグ
をコンセントから抜く。

3.お買い上げの販売店またはカシ
オテクノ修理相談窓口に連絡す
る。

ACアダプターについて

●ACアダプターは使いかたを誤
ると、火災・感電の原因となり
ます。次のことは必ずお守りく
ださい。
● 必ず本機指定の AC アダプ
ターを使用する

● 電源は、AC100V (50/
60Hz)のコンセントを使用
する

● 1つのコンセントにいくつも
の電気製品をつなぐ、いわゆ
るタコ足配線をしない
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　警　告
●ACアダプターは使いかたを誤
ると、傷がついたり破損して、火
災・感電の原因となります。次
のことは必ずお守りください。
● 重いものをのせたり、加熱し
ない

● 加工したり、無理に曲げない
● ねじったり、引っ張ったりし
ない

● 電源コードやプラグが傷んだ
らお買い上げの販売店または
カシオテクノ修理相談窓口に
連絡する

●濡れた手でACアダプターに触
れないでください。
感電の原因となります。

●ACアダプターは水のかからな
い状態で使用してください。水
がかかると火災・感電の原因と
なります。

●ACアダプターの上に花瓶など
液体の入ったものを置かないで
ください。水がかかると火災・感
電の原因となります。

電池について

電池は使いかたを誤ると液もれに
よる周囲の汚損や、破裂による火
災・けがの原因となります。次のこ
とは必ずお守りください。
● 分解しない、ショートさせない
● 加熱しない、火の中に投入しない
● 新しい電池と古い電池を混ぜて
使用しない

● 種類の違う電池を混ぜて使用し
ない

● 充電しない
● 極性（+++++と-----の向き）に注意し
て正しく入れる

火中に投入しない

本機を火中に投入しないでくださ
い。破裂による火災・けがの原因と
なります。

　警　告
水、異物はさける

水、液体、異物（金属片など）が本
機内部に入ると、火災・感電の原因
となります。すぐに次の処置を
行ってください。
1.電源スイッチを切る。
2. ACアダプター使用時は、プラグ
をコンセントから抜く。

3.お買い上げの販売店またはカシ
オテクノ修理相談窓口に連絡す
る。

分解・改造しない

本機を分解・改造しないでくださ
い。感電・やけど・けがをする原因
となります。内部の点検・調整・修
理はお買い上げの販売店またはカ
シオテクノ修理相談窓口にご依頼
ください。

落とさない、ぶつけない

本機を落としたときなど、破損し
たまま使用すると火災・感電の原
因となります。すぐに次の処置を
行ってください。
1.電源スイッチを切る。　
2. ACアダプター使用時は、プラグ
をコンセントから抜く。

3.お買い上げの販売店またはカシ
オテクノ修理相談窓口に連絡す
る。

袋をかぶらない、飲み込まない

本機が入っていた袋をかぶったり、
飲み込んだりしないでください。
窒息の原因となります。
特に小さなお子様のいるご家庭で
はご注意ください。

本機やスタンド※に乗らない

倒れたり、こわれたりしてけがの
原因となることがあります。
特に小さなお子様にはご注意くだ
さい。
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　注　意
ACアダプターについて

●ACアダプターは使いかたを誤
ると、火災・感電の原因となる
ことがあります。次のことは必
ずお守りください。
● 電源コードをストーブ等の熱
器具に近づけない

● プラグを抜くときは、電源
コードを引っ張らない
（必ずACアダプター本体を
持って抜く）

●ACアダプターは使いかたを誤
ると、火災・感電の原因となる
ことがあります。次のことは必
ずお守りください。
● プラグはコンセントの奥まで
確実に差し込む

● 雷雨のとき、または旅行など
で長期間使用しないときはプ
ラグをコンセントから抜く

● プラグの刃と刃の周辺部分に
ほこりがたまらないように、
コンセントから抜いて、年一
回以上清掃する

移動させるときは

移動させる場合は、必ずACアダプ
ター本体をコンセントから抜き、
その他の外部の接続線をはずした
ことを確認の上、行ってください。
コードが傷つき、火災・感電の原因
となることがあります。

　注　意
お手入れについて

お手入れの際は、ACアダプター本
体をコンセントから抜いてくださ
い。コードが傷つき、火災・感電の
原因となることがあります。

電池について

電池は使いかたを誤ると液もれに
よる周囲の汚損や、破裂による火
災・けがの原因となります。次のこ
とは必ずお守りください。
● 本機で指定されている電池以外
は使用しない

● 長期間使用しないときは、本機
から電池を取り出しておく

コネクター部への接続

コネクター部には、指定以外の別売
品を接続しないでください。火災・
感電の原因となることがあります。

置き場所について

本機を次のような場所に置かない
でください。火災・感電の原因とな
ることがあります。
● 湿気やほこりの多い場所
● 調理台のそばなど油煙があたる
ような場所

● 暖房器具の近く、ホットカー
ペットの上、直射日光があたる
場所、炎天下の車中など本機が
高温になる場所

表示画面について
● 表示画面の液晶パネルを強く押
したり、強い衝撃を与えないで
ください。液晶パネルのガラス
が割れてけがの原因となること
があります。

● 液晶パネルが割れた場合、パネ
ル内部の液体には絶対に触れな
いでください。皮膚の炎症の原
因となることがあります。

　警　告
不安定な場所に置かない

ぐらついた台の上や傾いた所など、
不安定な場所に置かないでくださ
い。落ちたり、倒れたりして、けが
の原因となります。
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　注　意
スタンド※は正しく組み立てる

スタンドが倒れたり、本機が落ち
たりして、けがの原因となること
があります。
スタンドに記載されている組み立
ての説明にしたがって、しっかり
と組み立ててください。また、本
機はスタンドに正しく設置してご
使用ください。

※スタンドは別売品です。

電池が消耗したときの
状態について

下記のような状態になった場合は、電池が消耗
しています。速やかに、新しい電池とお取り替
えください。

● 電源ランプが暗くなった。
● 電源が入らなくなった。
● 液晶表示がうすくなったり、ちらついたりす
る。

● 音量が小さくなった。
● 音質が劣化した。
● 大きな音を出すと、時々音が途切れる。
● 大きな音を出すと、突然電源が切れる。
● 大きな音を出すと、液晶表示がうすくなった
り、ちらついたりする。

● 鍵盤を押していないのに音が出続ける。
● 指定の音色とは異なる音を発音する。
● リズムやデモ演奏曲などが正しく発音され
ない。

● 鍵盤の光が発音時に暗くなる。
● マイクの音量が小さくなった。
● マイクの音質が劣化した。
● マイクを使うと電源ランプが暗くなる。
● マイクを使うと電源が切れる。

　注　意
● 万一、口に入った場合は、すぐ
にうがいをして医師に相談して
ください。

● 目に入ったり、皮膚に付着した
場合は、清浄な流水で最低15分
以上洗浄したあと、医師に相談
してください。

音量について

大きな音量で長時間使用しないで
ください。特にヘッドホンをご使
用の際にはご注意ください。設定
によっては聴力障害の原因となる
ことがあります。

健康上のご注意

● ごくまれに、強い光の刺激や光
の点滅を受けたりしていると、
一時的に筋肉のけいれんや意識
の喪失などの症状を起こす人が
いるという報告があります。
＊ このような症状のある方がお
使いになる場合は、事前に必
ず医師と相談してください。

＊ 本機を使用する場合には、明
るい部屋で使用してくださ
い。

＊ 使用中にこのような症状がお
きた場合には、すぐに使用を
中止して、医師の診察を受け
てください。

重いものを置かない

本機の上に重いものを置かないで
ください。
バランスがくずれて倒れたり、落下
してけがの原因となることがありま
す。
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「安全上のご注意」と併せてお読みください。

●テレビやラジオの近くでは使わないでください。

テレビやラジオの画像や音が、乱れることがあり
ます。そのようなときは、テレビやラジオから充分
に離してお使いください。

●お手入れにベンジンなどの化学薬品を使わないで
ください。

鍵盤などのお手入れは、柔らかな布を薄い中性洗
剤液に浸し、固く絞って拭いてください。ベンジ
ン、アルコール、シンナーなどの化学薬品は絶対に
ご使用にならないでください。

●極端に温度の高い場所や低い場所では使わないで
ください。

液晶表示の濃淡が極端に変化し、見づらくなりま
す。そのようなときは、常温にすると液晶表示はも
とに戻ります。

ウエルドライン

外観にスジのように見える箇所がありますが、
これは、樹脂成形上の“ウエルドライン”と呼ば
れるものであり、ヒビやキズではありません。ご
使用にはまったく支障ありません。

音のエチケット

楽しい音楽も時と場合によっては気になるもの
です。特に静かな夜間には小さな音でも通りや
すいものです。周囲に迷惑のかからない音量で
お楽しみください。窓をしめたり、ヘッドホンを
使用するのもひとつの方法です。お互いに心を
配り、快い生活環境を守りましょう。

● 本書の内容については万全を期して作成いた
しましたが、万一ご不明な点や誤りなど、お
気付きの点がございましたらご連絡ください。

● 本書の一部または全部を無断で複写すること
は禁止されています。また個人としてご利用
になるほかは、著作権法上、当社に無断では
使用できませんのでご注意ください。

● 本書および本機の使用により生じた損失、逸
失利益または第三者からのいかなる請求につ
いても当社では一切その責任を負えませんの
で、あらかじめご了承ください。

● 本書の内容に関しては、将来予告なく変更す
ることがあります。

保証書はよくお読みください
保証書は必ず「お買い上げ日・販売店名」などの記入
をお確かめのうえ、販売店から受け取っていただき、
内容をよくお読みの後、大切に保管してください。

保証期間は保証書に記載されています

修理を依頼されるときは
まず、もう一度、取扱説明書に従って正しく操作し
ていただき、直らないときには次の処置をしてく
ださい。
● 保証期間中は
保証書の規定に従ってお買い上げの販売店また
は取扱説明書等に記載のカシオテクノ修理相談
窓口が修理をさせていただきます。
• 保証書に「持込修理」と記載されているもの
は、製品に保証書を添えてご持参またはご送
付ください。

• 保証書に「出張修理」と記載されているもの
は、お買い上げの販売店または取扱説明書等
に記載のカシオテクノ修理相談窓口までご連
絡ください。

● 保証期間が過ぎているときは
お買い上げの販売店または取扱説明書等に記載
のカシオテクノ修理相談窓口までご連絡くださ
い。修理すれば使用できる製品については、ご
希望により有料で修理いたします。

あらかじめご了承いただきたいこと
●「修理のとき一部代替部品を使わせていただく
こと」や「修理が困難な場合には、修理せず同
等品と交換させていただくこと」があります。
また、特別注文された製品の修理では、ケース
などをカシオ純正部品と交換させていただくこ
とがあります。

● 修理のとき、交換した部品を再生、再利用する
場合があります。修理受付時に特段のお申し出
がない限り、交換した部品は弊社にて引き取ら
せていただきます。

● 録音機能などのデータ記憶機能付きのモデルで
は、修理のとき、故障原因の解析のため、デー
タを確認させていただくことがあります。

● 日本国内向けの製品は海外での修理受付ができ
ません。修理品は日本まで移動の上、日本国内の
カシオテクノ修理相談窓口にご依頼ください。

アフターサービスなどについておわかりになら
ないときは
お買い上げの販売店または取扱説明書等に記載のカ
シオテクノ修理相談窓口にお問い合わせください。

保 証・ア フ ター
サービスについて
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【背面図】
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各部の名称

1 デモ演奏ボタン

2 キーライトボタン

3 電源／モードスイッチ

4 音量スライダー

5 シンクロ／フィルインボタン

6 スタート／ストップボタン

7 テンポボタン

8 トーンボタン

9 運指音声ボタン

0 パートセレクトボタン

A 数字ボタン

B リズムボタン

C ソングバンクボタン

D 3ステップレッスンボタン

E ワンキープレイボタン

F スピーカー

G ソングバンクリスト

H 液晶表示

I リズムリスト

J トーンリスト

K 音名

L 打楽器イラスト

M サスティン端子

N マイク イン端子

O 電源端子(DC9V）

P ヘッドホン／アウトプット端子

Q マイクホルダー

R ハンズフリーマイク

656A-J-009A

NOTE
● 本書中では、液晶画面の図が機能説明や操作説明などと共に掲載されています。これらの図は、それぞれの説
明の中で一例として挙げているもので、数値や文字表示などは必ずしも本体と一致しない場合があります。あ
らかじめご了承ください。

● 本体パネル上では、リストが省略されています。詳細は、巻末資料の各リストを参照してください（26ペー
ジ）。

※1  譜面立ての立て方

付属品の譜面立ては、本体の上面にある
2つの穴に、その両端を差し込んでお使
いください。
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電源について

コード部の断線防止のため、次の点にご注意ください。

＜使用時＞

● コードを強く引っ張らない
● コードを繰り返し引っ張らない
● コードの根元部分を折り曲げない

● コードをピンと張った状態で使用しない

＜移動時＞

● 本体を移動させる場合は、必ずACアダプター本体
をコンセントから外す

ACアダプターAD-5JL電源端子

家庭用電源
(100V)

＜保管時＞

● コードは図のようにA C アダプター本体に巻き付
けず、束ねてまとめる

重要
● ACアダプター本体を抜き差しするときは、必
ず電源を切ってから行なってください。

● A C アダプターは長時間ご使用になりますと、
若干熱を持ちますが、故障ではありません。

本機は家庭用100V電源、電池が使える2電源方式
です。
ご使用後は、必ず電源を切ってください。

ACアダプターで使うときには
本機指定のACアダプターを接続してください。

本機指定ACアダプターの型式：AD-5JL

【背面部】

656A-J-010A

電池で使うときには
電池を入れる前には、必ず電源を切ってください。

電池を入れるには

1 本機底面部の電
池ケースのフタ
をはずします。

2 単3形電池6本を
入れます。
● +- の向きに注
意してください。

3 電池ケースの穴
にツメを差し込
み、電池ケースの
フタを閉じます。

単3形電池

ツメ
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電源について

656A-J-011A

電池について
●電池持続時間は、通常演奏にて下記の通りです。

● アルカリ電池使用時･････約4時間※

● マンガン電池使用時･････約1時間※

※常温にて、適切な音量で使用した場合の標準値
です。大きめの音量や極端な低温下で使用する
と、電池持続時間が短くなります。

電池は使いかたを誤ると液もれによる周囲の汚損や、
破裂による火災・けがの原因となります。次のことは
必ずお守りください。
● 分解しない、ショートさせない
● 加熱しない、火の中に投入しない
● 新しい電池と古い電池を混ぜて使用しない
● 種類の違う電池を混ぜて使用しない
● 充電しない
● 極性（+と-の向き）に注意して正しく
入れる

電池は使いかたを誤ると液もれによる周囲の汚損や、
破裂による火災・けがの原因となることがあります。
次のことは必ずお守りください。
● 本機で指定されている電池以外は使用しない
● 長時間使用しないときは、本機から電池を
取り出しておく

オートパワーオフ機能をキャンセ
ルするには

1 トーンボタンを押したまま、電源を入れ

ます。

NOTE
● このときは、放置しておいても電源が切れたり
することはありませんので、状況に応じてご利
用ください。

● 電源を入れ直すとオートパワーオフ機能が働
くようになります。

電源切り忘れのお知らせ機能
電源を入れたまま本機を放置すると、約6分後に鍵盤
が光って、電源の切り忘れをお知らせします。（このと
き、音は出ません。）この場合、各ボタンや鍵盤を押す
と、電源を入れたときの状態に戻ります。

NOTE
● 電池を使用しているときは、電源切り忘れのお
知らせ機能は働きません。

電源切り忘れのお知らせ機能を
キャンセルするには

1 トーンボタンを押したまま、電源を入れ

ます。

NOTE
● 電源を入れ直すと、電源切り忘れのお知らせ機
能が働くようになります。

オートパワーオフ機能／
電源切り忘れのお知らせ機能
オートパワーオフ機能について

電源を入れたまま、本機を放置すると、自動的に電源
が切れる機能です。
無駄な電力消費を防ぐ自動節電機能で、操作完了後約
6分で自動的に電源が切れます。
この場合、電源／モードスイッチを「切」の位置にし
てから、「ノーマル」、「カシオコード」または「フィン
ガード」に合わせれば、再び電源が入ります。

NOTE
● アダプターを使用しているときは、オートパ
ワーオフ機能は働きません。
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接続するには

656A-J-012A

ヘッドホン／アウトプット端
子について
接続の際は、本機の全体の音量を（接続する機器側に
音量調節があればそちらも）絞っておき、接続後、適
切な音量にしてください。

【背面部】

●ヘッドホンをつなぐには（図�）

内蔵スピーカーからは音が出なくなり、夜間なども周
囲に気がねなく演奏を楽しめます。

●オーディオ機器と接続するには（図�）

市販の接続コード（標準プラグ×1、ピンプラグ×2）
で図のように接続します。その際、片側（本機につな
ぐ側）が標準プラグのものをご利用ください。通常は
オーディオ機器側のインプットセレクターで、接続し
た端子（AUX IN等）に切り替えます。オーディオ機
器の取扱説明書もよくお読みください。

●楽器用アンプと接続するには（図�）

相手側の機器に応じて、市販の接続コード※を使用し
ます。

※本機につなぐ側 ：標準プラグのもの
アンプにつなぐ側：標準プラグのもの

楽器用アンプなどと接続するとき、音量は本機の側を
小さめにし、アンプ側で調節してください。

LEFT RIGHT

オーディオアンプの
AUX INなど

白 赤 ピンプラグ

ステレオ標準プラグ

オーディオの接続

ヘッドホン／アウトプット端子

キーボードアンプ
ギターアンプなど

標準プラグ

本機のヘッド
ホン／アウト
プット端子へ

キーボードアンプ、
ギターアンプなど

INPUT

［接続例］

サスティン端子について
サスティン端子にサスティンペダル（SP - 3 または
SP-20）を接続すると、下記のような使い方ができま
す。

● ピアノなど減衰音では…ピアノのダンパーペダル
同様、鍵盤で弾いた音に余韻の残る効果。

● オルガン系の持続音では…ペダルを踏んでいる
間、鍵盤で弾いた音が鳴り続ける「ホールド効果」。

付属品・別売品について
付属品や別売品は、必ず本機指定のものをご使用くだ
さい。指定以外のものを使用すると、火災・感電・け
がの原因となることがあります。

サスティン端子

SP-3
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鍵盤を弾いてみましょう

1 電源／モードスイッチを“ノーマル”の位
置に合わせて、電源を入れます。

2 音量スライダーを調節します。
● 弾く前は小さめにしておきましょう。

3 鍵盤を弾いてみましょう。

デモ演奏を聴いてみましょう

1 デモ演奏ボタンを押すと、00番の曲から
番号順に演奏を開始します。
● デモ演奏中に、数字ボタンを押して曲を指定
できます。その場合、選んだ曲から曲番号順
に繰り返し演奏されます。

656A-J-013A

鍵盤の光を消すには

1 キーライトボタンを押して、鍵盤の光の
オン/オフを切り替えます。
● キーライトのインジケーターが消灯している
ときは、鍵盤は光りません。

NOTE
● 電源を入れ直すと、キーライトはオンになりま
す。

2 演奏を止めるには、もう一度デモ演奏ボ
タンを押します。
● スタート／ストップボタンを押して止めるこ
ともできます。
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ハンズフリーマイクを使ってみましょう

656A-J-014A

マイク端子に付属のハンズフリーマイクをつなげれ
ば、内蔵曲に合わせて歌えます。
　

組み立てと調節のしかた

1.図のようにマイク部をヘッド部へセットして、ネ
ジで軽く留めます。

2.マイク部の長さと角度を、口元に合うように調節
し、しっかりとネジを締めます。

使いかた

● マイクのプラグをマイク イン（MIC IN）端子に接
続します。

※接続する前に、必ず電源／モードスイッチを“切”
にしてください。

NOTE
● 本体の内蔵曲は、原曲（オリジナル）と曲の長
さやキーが異なる場合があります。

● マイクの音量は、音量スライダーで本機全体の
音量を調節すると、それにあわせて変わります。

● ハウリングにご注意ください。（下記の「ハウリ
ングについて」参照）

ハウリングについて
● マイクをスピーカーに近づけすぎたり、マイクホル
ダーに差し込むときにマイクが本体にふれると、
キーンという音（ハウリング）が発生します。ご注
意ください。（マイクをスピーカーから遠ざけたり、
本体にふれないようにすれば、鳴りやみます。）

マイクの取り扱いについて
● マイクのプラグを抜き差しするときは、必ず電源
を切ってから、プラグの部分を持って行ってくだ
さい。（コードを引っぱってマイクを抜くと、マイ
クがこわれたり、正常に機能しなくなる場合があ
ります。）

ヘッド部ミニプラグ
マイク部

ネジ

しまる

短くなる 長くなる
ゆるむ

角度の調節

長
さ
の
調
節

マイクをしまっておくには
部品を確認しましょう。

1 マイクホルダーベースにマイクホルダー
を差し込みます。
(1) マイクホルダーの凸部を、マイクホルダー

ベースの右上側の凹部に合わせて差し込み
ます。

(2) マイクホルダーを矢印の方向へ回します。

2 マイクをマイクホルダーに差し込みます。
✽ マイクを取り外すときには、逆の方向に抜い
てください。

✽ マイクを差し込んだときに、マイクをスピー
カーに向かせないようにしてください。

マイクホルダー

差し込み口

取り外すとき 差し込むとき
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音色を選ぶには

本機には、100音色が内蔵されています。音色の全リ
ストは、本書の巻末（26ページ）に記載されています。

1 トーンボタンを押します。
● 画面上に“トーン”の表示が点灯し、現在選
ばれている音色の番号が表示されます。

2 26ページのトーンリストの中から選びた
い音色を選び、数字ボタンで音色の番号
（2桁）を押します。
● 例えば、“06 エレクトリックピアノ3”を選
ぶ場合は、数字ボタンを“0→6”と押します。

3 鍵盤を弾いて、選んだ音色を聴いてみま
しょう。

NOTE
● 電源を入れたときは、“00 グランドピアノ”が
選ばれています。

● 本機は同時に最大で12音まで発音します。

656A-J-015A

組み合わせの音色について
● 2つの音の混ざった音色があります。
（例）“80  ストリングスピアノ”

● 鍵盤上に複数の異なる音が割り当てられる音色が
あります。
（例1）“90  ベース／ピアノ”

（例2）“99  パーカッション”
下図の打楽器音が割り当てられています。（鍵盤上
側の打楽器のイラスト参照）

NOTE
●“99 パーカッション”の音色では、イラスト中
の※部分の鍵盤を押しても、音が鳴りません。

ベース ピアノ

※ ※

バスドラム

サイドスティック

アコースティック　スネア

ハンドクラップ

エレクトリック　スネア

ロー　タム2

クローズド　ハイハット

ロー　タム1

ペダル　ハイハット

ミドル　タム2

オープン　ハイハット

ミドル　タム1

ハイ　タム2

クラッシュシンバル 1

ハイ　タム1

ライドシンバル 1

チャイニーズシンバル

ライドベル

タンバリン

スプラッシュシンバル

カウベル

クラッシュシンバル 2

クラベス

ライドシンバル 2

ハイ　ボンゴ

ロー　ボンゴ

ミュート　ハイ　コンガ

オープン　ハイ　コンガ

ロー　コンガ

ハイ　ティンバレス

ロー　ティンバレス

ハイ　アゴゴ

ロー　アゴゴ

カバサ

マラカス

運指音声1

運指音声2

運指音声3

運指音声4

運指音声5
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リズムを選んで鳴らすには

656A-J-016A

本機には、50種類のリズムが搭載されています。リ
ズムの全リストは、本書の巻末（26ページ）に記載
されています。

NOTE
● 画面上に“ソングバンク”の表示が点灯し、ソ
ングバンクモードになっているときは、ソング
バンクボタンを押して“ソングバンク”の表示
を消灯させてください。

1 リズムボタンを押します。
● 画面上に“リズム”の表示が点灯し、現在選
ばれているリズムの番号が表示されます。

2 2 6 ページのリズムリストの中から選び
たいリズムを選び、数字ボタンで音色の
番号（2桁）を押します。
● 例えば、“02 ソウルバラード”を選ぶ場合
は、数字ボタンを“0→2”と押します。

3 スタート／ストップボタンを押して、選
んだリズムをスタートさせます。

4 テンポを調節するには、テンポボタン
（[▲]／[▼]）を押します。
● テンポは、40～255が指定できます。
● 現在指定されているリズムのおすすめのテン
ポにするには、テンポボタンの[▲]と[▼]を
同時に押します。

5 リズムを止めるには、スタート／ストッ
プボタンを押します。

テンポの初期設定について
リズムのテンポの初期設定については以下の通り
です。

● リズム番号ごとに、おすすめのテンポが設定され
ています。

● リズムを鳴らしている時にリズム番号を変更して
も、テンポは変わりません。

コード自動伴奏を使うには
鍵盤の左側18鍵（C2～F3）は、鍵盤上側に音名が
記されており、伴奏鍵盤になっています。伴奏鍵盤で
コードを指定して演奏するすることができます。

準備
● リズムを選び、テンポを調節します。

1 電源／モードスイッチを“カシオコード”
または“フィンガード”の位置に合わせま
す。

2 スタート／ストップボタンを押して、リ
ズムをスタートさせます。

3 伴奏鍵盤でコードを指定してみましょう。
● 手順1で選んだモードの設定によって鍵盤の
押さえ方が異なります。詳しくは次項の「カ
シオコードについて」、「フィンガードについ
て」をご参照ください。

4 コード自動伴奏を使用しないときは、電
源／モードスイッチを“ノーマル”の位置
に合わせておきます。
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NOTE
● 2つ目以降の伴奏鍵盤は、1つめより右側なら
白鍵／黒鍵を問わずどれでも使用できます。

重要
● カシオコードの伴奏鍵盤は「コード指定スイッ
チ」としてのみ働き、通常の鍵盤演奏はメロ
ディー鍵盤の範囲でのみ可能となります。

コードの種類

カシオコードでは、最小限の指使いで4つのコードの
種類を演奏できます。

メロディー鍵盤伴奏鍵盤

例

C (Cメジャー)

Cm (Cマイナー)

C7 (Cセブンス)

Cm7
(Cマイナーセブンス)

コードの種類

メジャーコード
伴奏鍵盤の上側にアル
ファベットで音名が書い
てあります。コード名と同
じ音名の鍵盤を1つ押しま
す( 伴奏鍵盤の範囲内であ
れば、1オクターブ違う同
音でもかまいません)。

マイナーコード
メジャーコードの押さえ
方に加えて、伴奏鍵盤内
の、それより右の鍵盤を1
つ押します。

セブンスコード
メジャーコードの押さえ
方に加えて、伴奏鍵盤内
の、それより右の鍵盤を2
つ押します。

マイナーセブンスコード
メジャーコードの押さえ
方に加えて、伴奏鍵盤内
の、それより右の鍵盤を3
つ押します。

C D FE G A B C FD FE #

音名

C D FE G A B C FD FE #

C D FE G A B C FD FE #

C D FE G A B C FD FE #

リズムを選んで鳴らすには

フィンガードについて
この方法で指定できるコードは15種類です。伴奏鍵
盤とコードの指定方法（“Ｃ”を根音とした場合）は次
のとおりです。

【フィンガードの伴奏／メロディー鍵盤】

重要
● フィンガードの伴奏鍵盤は「コード指定スイッ
チ」としてのみ働き、通常の鍵盤演奏はメロ
ディー鍵盤の範囲でのみ可能となります。

メロディー鍵盤伴奏鍵盤

★根音が“Ｃ”以外のときは、伴奏鍵盤の範囲内での
対応となります（28ページ「フィンガードコード
一覧」参照）。
※1：転回形（次ページのNOTEを参照）は使えま

せん。最低音が根音となります。
※2：5度のソの音を押さえなくても、同じコード

が指定できます。

カシオコードについて
この方法では、コードを知らなくても伴奏鍵盤の押し
方により4種類のコードが簡単に指定できます。伴奏
鍵盤とコードの指定方法は次のとおりです。

【カシオコードの伴奏／メロディー鍵盤】
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NOTE
● 伴奏鍵盤であれば前ページの押さえ方（例えば
Ｃを「ドミソ」と押さえる）だけでなく、転回
形（コードの構成音は同じで並び方の違う押さ
え方。例えばＣを「ミソド」や「ソドミ」と押
さえる）も有効です。
･･･※1のコードを除く。

● 原則として上記の例のように、コードの構成音
すべてを押さえる必要があります。構成音を省
略したり１音のみを押さえても無効となり、意
図したコードは指定されません。
･･･※2のコードを除く。

シンクロスタートを使うには
鍵盤を演奏すると同時にリズムをスタートさせる機
能です。

準備
● リズムを選び、テンポを調節する。
● 電源／モードスイッチでコードの指定方法を
選ぶ。

1 シンクロ／フィルインボタンを押します。

2 伴奏鍵盤でコードを指定します。
● リズムとコード伴奏が同時にスタートします。

NOTE
● 電源／モードスイッチで設定をノーマルにし
てある場合は、鍵盤を押すとリズムのみが鳴り
始めます。

リズムを選んで鳴らすには

656A-J-018A

フィルインを入れるには
フィルインとは、演奏中のリズムパターンを一時的に
変化させる演奏です。

1 リズム演奏中にシンクロ／フィルインボ
タンを押します。
● リズムにフィルインパターンが入り、次の小
節から再び元のリズムパターンに戻ります。
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ソングバンクの曲を演奏するには

本機には1 0 0 種類の自動演奏曲が内蔵されていま
す。ソングバンク曲のリストは本機のパネル上に記載
されています。

曲を選んで再生するには

1 ソングバンクボタンを押します。
● 画面上に“ソングバンク”の表示が点灯し、
現在選ばれている曲の番号が表示されます。

2 本体パネル上に記載されているソングバ
ンクリストの中から曲を選び、数字ボタ
ンで2桁の曲番号を入力します。

3 スタート／ストップボタンを押して、曲
を再生します。
● 選んだ曲が繰り返し再生されます。
● 鍵盤が光ってそれぞれのパートをガイドしま
す。

4 テンポボタンを押して、テンポを調節し
ます。

5 演奏を止めるには、スタート／ストップ
ボタンを押します。

NOTE
● 電源を入れたときは、00 番の曲が選ばれてい
ます。

656A-J-019A

メロディーの音色を変えるには
音色の変更は、ソングバンクの演奏中や停止中でも行
えます。

1 曲を選んだ後、トーンボタンを押します。
● 画面上に“トーン”の表示が点灯し、現在選
ばれている音色の番号が表示されます。

2 トーンリストから音色を選び、数字ボタ
ンで2桁の音色番号を入力します。

NOTE
● 鍵盤の音色も、曲に割り当てした音色に変わり
ます。

● ソングバンク78～99（両手演奏の曲）につい
ては、左右のパートとも同じ音色が割り当てら
れます。

● 他の曲を選び直した場合は、あらかじめその曲
に設定されている音色に変わります。

キラキラホ゛シ

曲番号

テンポ値コード名 指使い

曲名
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ソングバンクの曲を練習するには（3ステップレッスン機能）

3ステップレッスンは、ソングバンクの曲を3つのス
テップに分けて練習していくための機能です。

ステップ1：弾くタイミングを覚えます　

�19ページ

ステップ2：弾く鍵盤、指使いを覚えます　

�20ページ

ステップ3：普通の速さで弾いてみましょう　

�20ページ

曲の種類と練習できるパート
ソングバンクの曲には、自動伴奏曲とピアノ曲の2種
類があります。選んだ曲の種類によって、3 ステップ
レッスンで練習できるパートが異なります。

自動伴奏曲：00～77番

自動伴奏パートとメロディーパートからなります。3
ステップレッスンでは、メロディーパート（右手パー
ト）のみを練習することができます。

両手演奏の曲：78～99番

メロディー（右手パート）と伴奏（左手パート）の2 つ
のパートに別れています。3 ステップレッスンでは、右
手・左手パートの両方を練習することができます。

3ステップレッスンでの光ガイド
と液晶表示について

3ステップレッスンで自動伴奏の曲を選んでいるとき、
鍵盤の光ガイドで、音の高さ、音の長さが表示されま
す。同時にその音符を弾くための指使いを液晶表示で
確認できます。それぞれの見方は次の通りです。

● 音の高さ.... 現在点灯している鍵盤が押さえるべ
き鍵盤です。指使いの液晶表示は押さ
える指の位置が点灯します。

● 音の長さ.... 鍵盤が点灯してから消灯するまでの
時間が、その音の長さになります。指
使いの表示も同じ間だけ点灯します。

● 次の音........ 点滅している鍵盤が、次に押さえる鍵
盤です。指使いの表示は次に押さえる
指の番号が点灯します。

● 同じ音の高さが連続する場合
................... 鍵盤が前の音の音符の長さだけ点灯し

た後、一瞬消灯して再び点灯します。指
使いの表示も同様に点灯します。

656A-J-020A

NOTE
● 両手演奏の曲のステップ1と2では、音の長さ
のガイドは行いません。点灯した鍵盤を押さえ
ると同時に消灯し、次に押さえるべき鍵盤が点
滅します。

● 両手演奏の曲のステップ3では音の長さも光ガ
イドで示されます。この場合、点灯している鍵
盤が押さえる鍵盤で、次に押さえる鍵盤は点滅
しません。

● ステップ3 では次の音の指番号は表示しませ
ん。現在の音の指番号を表示します。

指くぐり表示について
ソングバンク内の曲では、指使いと指くぐりの方向を
表示します。表示を参考にして指の押さえ方をおぼえ
ましょう。

例：下記のような譜面を右手のみで演奏した場合の表示

● B～Cの指使い：人さし指を親指の上にまたがせま
す。

● C～Dの指使い：親指を人さし指の下にくぐらせま
す。

� � � � �
C EDA B

�
3 1 12

�������������

B

（ソングバンク時） 指くぐり表示

A C ED

3

例：3、2、1の指の順で弾いた場合

点滅

次の音

現在の音

点灯 点滅 点灯 点滅

第1音 第2音 第3音

点灯

光ガイド
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ソングバンクの曲を練習するには（3ステップレッスン機能）

3ステップレッスンのテンポ設定
について

3ステップレッスンのテンポは、テンポボタンで変え
ることができます。

タイミング表示について
タイミング表示は、現在選ばれているパート（右手/
左手）を弾くタイミングを教えてくれます。画面上の
タイミング表示をたよりに、鍵盤を弾いてみましょ
う。練習のときは、テンポをゆっくりめに設定してお
くと表示が見やすくなります。

タイミング表示の見方
下の図のように、画面上の上から下へと、これから弾
くべき音のタイミングがブロック※で表示されます。
一番下の部分にブロックが降りてきたタイミングで、
鍵盤を弾きます。

※曲によってブロックの数が異なります。

NOTE
● タイミング表示は、ソングバンクの曲の演奏中や
3ステップレッスン中に画面上に表示されます。

● タイミング表示では、およそのタイミングを表
示します。

656A-J-021A

1 レッスンする曲を選びます。

2 ステップ1ボタンを押して、ステップ1の
レッスンを開始します。

● カウントの後、（前奏のある曲は前奏に続き）
1音目の待機状態になります。

● 指番号が音声でガイドされます（「運指音声」
20ページ参照）。

3 ワンキープレイボタンを押して、メロ
ディー（右手パート）を弾きます。
● メロディー（右手パート）を弾くと、伴奏（左
手パート）がついて行きます。

● リズム（打楽器）は鳴りません。
● カウント中および前奏中は、初めに押さえる
鍵盤が点滅します（演奏中は次に押さえる鍵
盤が点滅します）。弾くタイミングになると、
光のガイドは点滅から点灯に変わります。

4 ワンキープレイボタンの代わりに、鍵盤
のいずれか1 つを続けて押して、演奏し
てみましょう。

● 伴奏（または左手パート）は、次の鍵盤を押
さえるまで待ってくれます。

● 誤って複数の鍵盤を続けて押すと、押した鍵
盤の数だけ音が進行しますのでご注意くださ
い。

5 レッスンを途中で止めるときは、スター
ト／ストップボタンを押します。

これから弾く音の
タイミング

このタイミングで
鍵盤を押す

点灯

ステップ1：弾くタイミングを
覚えます
ここではガイドの点灯する鍵盤にタイミングを合わ
せて、ワンキープレイボタンあるいは、鍵盤のいずれ
か１つを続けて押すだけで演奏できます。押しまちが
いを気にせずに、鍵盤を弾くタイミングだけ覚えま
しょう。
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ステップ2：弾く鍵盤、指使い
を覚えます
指使い（運指）を液晶表示で確認しながら、ガイドが
示す通りに弾いてみましょう。伴奏（または左手パー
ト）はメロディー（または右手パート）を正確に弾く
まで待ってくれますので、最初は自分のペースでゆっ
くり弾いてみましょう。

1 レッスンする曲を選びます。

2 ステップ2ボタンを押して、ステップ2の
レッスンを開始します。

● カウントの後、（前奏のある曲は前奏に続き）
1音目の待機状態になります。

● 指番号が音声でガイドされます（「運指音声」
20ページ参照）。

3 鍵盤の光ガイドに合わせて演奏してみま
しょう。

● カウント中および前奏中は初めに押さえる鍵
盤が点滅します（演奏中は次に押さえる鍵盤
が点滅します）。弾くタイミングになると、光
のガイドは点滅から点灯に変わります。

● 両手演奏の曲で複数の鍵盤が点灯していると
きは、それらの鍵盤をすべて押さえたときに
曲が進行します。

● リズム（打楽器）は鳴りません。

4 レッスンを途中で止めるときは、スター
ト／ストップボタンを押します。

ステップ3：普通の速さで弾い
てみましょう
ステップ2で練習した曲を普通の速さで弾くレッスン
です。押さえる鍵盤はガイドで示されますが、伴奏は待
たずに一定のテンポで進行します。

1 レッスンする曲を選びます。

2 ステップ3ボタンを押して、ステップ3の
レッスンを開始します。

● 伴奏（左手パート）が普通の速さで演奏され
ます。

3 光ガイドに合わせて演奏してみましょ
う。

4 レッスンを途中で止めるときは、スター
ト／ストップボタンを押します。

運指音声（しゃべる運指）
指番号を音声でガイドします。ステップ1あるいは2
をレッスン中で、片手パートのみを選択していると
き、弾くべき鍵盤の指番号を喋っていきます。たとえ
ば、親指なら“いち”と、親指・中指・小指なら“い
ち”“さん”“ご”と順にしゃべってガイドする機能で
す。
運指音声は、弾くべきタイミングになっても鍵盤が押
されなかった場合にだけガイドされます。

＜運指音声ガイド＞

“いち” ：指番号1／親指
“に” ：指番号2／人さし指
“さん” ：指番号3／中指
“よん” ：指番号4／薬指
“ご” ：指番号5／小指

ソングバンクの曲を練習するには（3ステップレッスン機能）

点灯

点灯
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ソングバンクの曲を練習するには（3ステップレッスン機能）

運指音声をオン／オフするには
運指音声ボタンを押して、運指音声のオン／オフを切
り替えます。
● 画面上に運指音声のインジケーターが点灯してい
ないときは、運指音声は鳴りません。

左手のパートを覚えましょう
両手演奏の曲では、左手のパートをガイドさせること
ができます。右手のパートをおぼえたら、今後は左手
のパートを練習しましょう。

1 ステップ1～3ボタンのどれかを押します。

点灯

2 パートセレクトボタンを押して、左手の
パートに切り替えます。

● 曲の最初に戻り、カウントの後、右手のパー
トが鳴り、左手のパートの鍵盤が光ります。

3 もとのパートに戻すには、もう一度パー
トセレクトボタンを押します。

全体の設定を変えてみましょう（便利な機能）

トランスポーズ（移調）について
この機能を使うと、本機の鍵盤全体の音の高さを、半
音単位で上下させることができます。例えば、歌の伴
奏をするとき、その楽譜が歌う人の声の高さに合わな
いことがあります。このようなとき、楽譜（指の位置）
はそのままで、簡単に移調することができます。

1 画面上の“ソングバンク”の表示が消灯し
ていることを確認します。
● 点灯しているときは、ソングバンクボタンを
押します。

2 トーンボタンを押しながら、リズムボタ
ンを押します。
● 5秒以内に次の3 の操作を行ってください。

3 テンポボタンで、調の設定をします。
（例：“B（-1）”に合わせる）
● 調と表示の対応は、 次ページを参照ください。

トランスホ°ース

↑
数秒で表示がもとの状態に戻ります｡

トランスホ（ー）

通常の状態

“Ｂ（-１）”に
合わせたとき

ド レ ミ ソ ラ シ ドファ

シ ミ シ

レ ファファ ソ ラド ド

点灯
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＜調と表示の対応＞

F# G A� A B� B

CC#DE �EF

を押すごとに
を押すごとに

（－）

（＋）

調 ：

表示 ：

参考
音名の対応

NOTE
● ソングバンクには、トランスポーズは効きませ
ん。（ソングバンクのモードでは、トランスポー
ズの設定ができません。）

● 操作3 で数字ボタンの［0］～［5］を押して、
Ｃ～Ｆを直接指定することもできます。

● 操作3 で、テンポボタンの  と  を同時
に押すと、“Ｃ（0）”に戻ります。

● 電源を入れたときは、“Ｃ（0）”になります。
● ソングバンクボタンを押すと、“Ｃ（0）”に戻り
ます。

● 出る音の高さは音色によって異なります。トラ
ンスポーズの結果、その音色の発音域よりも高
くなった範囲は、同じ音名で一番近い発音域内
の音(オクターブ違いの音)に置き替わります。

● 音色の“99　パーカッション”（打楽器音）と、
自動伴奏のリズム（打楽器）には働きません。

● 音色の“80～86”、“90～96”（13ページ
「組み合わせの音色について」参照）をトランス
ポーズさせると、音色の割り当ての範囲が変わ
ります。

● デモ演奏ボタンを押すと、“Ｃ（0）”になります。

チューニングについて
他の楽器に合わせて、チューニングできます。

1 画面上の“ソングバンク”の表示が消灯し
ていることを確認します。
● 点灯しているときは、ソングバンクボタンを
押します。

2 トーンボタンを押しながら、ソングバン
クボタンを押します。
● 5秒以内に次の3 の操作を行ってください。

3 テンポボタンで、チューニングを設定を
します。

NOTE
● ソングバンクの曲にはチューニングは効きま
せん。（ソングバンクのモードでは、チューニン
グの設定ができません。）

● 操作3 で数字ボタンを押して、“00～50”を
直接指定することもできます。

● 操作3 でテンポボタンの  と  を同時に
押すと“00”に戻ります。

● ソングバンクボタンを押すと“00”になりま
す。

● 音の高さの変化は、±約50セント※（101段
階）までです。
※ 100セント＝半音

● 電源を入れたときは、“00”になります。
● デモ演奏ボタンを押すと“00”に戻ります。
● 自動伴奏のリズム（打楽器）には、働きません。

チューニンク゛

↑
数秒で表示がもとの状態に戻ります｡

チューニン（＋）

全体の設定を変えてみましよう（便利な機能）

656A-J-024A

B

���������� � � � � � � � �
ド レ ミ ファ ソ ラ シ ド
C D E F G A C
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困ったときは

現象 原因 解決方法 参照

1. 電源が正しくセット
されていない。

2. 全体の音量が“0”に
なっている。

3. ヘッドホンをつない
である。

4. モードが “カシオ
コード”や“フィン
ガード”のときは、伴
奏鍵盤での通常演奏
はできません。

5.“9 9パーカッショ
ン”の音色が割り当
てられていない鍵域
を押している。

6. ソングバンク曲の再
生中やデモ演奏中
は、鍵盤を弾いても
発音しません。

1. ACアダプターが正
しく接続されている
か、電池の,.の向
きが正しいか、電池
が消耗していないか
を確認する。

2. 音量スライダーで音
量を上げる。

3. ヘッドホンをヘッド
ホン／アウトプット
端子から抜く。

4. モードをノーマルに
設定する。

5.“9 9パーカッショ
ン”は鍵盤手前に打
楽器イラストが記載
されている範囲内で
演奏する。

6. ソングバンク曲の再
生やデモ演奏を停止
させる。

� 8, 9ページ

� 11ページ

� 10ページ

� 14ページ

� 13ページ

� 11,17
ページ

➠ ➠ ➠鍵盤を押しても音が
出ない。

656A-J-025A

電池で使用していて、
下記の状態になった。 電池が消耗している。

新しい電池と取り替え
る。または、ACアダプ
ターを使用する。

� 8, 9ページ➠ ➠ ➠

• 鍵盤を押していないのに音が出続ける。
• 指定の音色とは異なる音を発音する。
• リズムやデモ演奏曲などが正しく発音されない。
• 鍵盤の光が発音時に暗くなる。
• マイクの音量が小さくなった。
• マイクの音質が劣化した。
• マイクを使うと電源ランプが暗くなる。
• マイクを使うと電源が切れる。

• 電源ランプが暗くなった。
• 電源が入らなくなった。
• 液晶表示がうすくなったり、ちらついたりする。
• 音量が小さくなった。
• 音質が劣化した。
• 大きな音を出すと、時々音が途切れる。
• 大きな音を出すと、突然電源が切れる。
• 大きな音を出すと、液晶表示がうすくなったり、ちら
ついたりする。

リズムボタンが効か
ない。

ソングバンクのモード
になっている。

トーンもしくはリズム
ボタンを押して、ソング
バンクモードを解除す
る。

� 14ページ➠ ➠ ➠
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困ったときは

鍵盤が点灯したまま
になっている。

ステップ1または2で正
しい鍵盤が押されるの
を待っている状態。

1. 点灯している鍵盤を
押して、ステップ1ま
たは2での演奏を続
ける。

2. スタート／ストップ
ボタンでステップ1
または2での演奏を
中止する。

� 19,20
ページ➠ ➠ ➠

音が出ていないのに
鍵盤が点灯する。

電源切り忘れのお知ら
せ機能が働いている。

各ボタンや鍵盤を押す
と、電源オン直後の状態
に戻る。

� 9ページ➠ ➠ ➠

マイクを使っている
ときに雑音が入る。

蛍光灯などのノイズ源
が近くにある。

ノイズ源からマイクを
離す。 � 12ページ➠ ➠ ➠

現象 原因 解決方法 参照

トランスポーズ／
チューニングができ
ない。

1. ソングバンクのモー
ドになっている。

2. デモ演奏中。

656A-J-026A

同じ音色で鍵盤の位
置によって音質や音
量が若干異なる音色
がある。

デジタルサンプリングという電子処理※によって発生す
る音域の境目で、故障ではありません。
※ 元になっている楽器音の音域ごとの音質を再現するた
めに、低域・中域・高域など複数の音域ごとに元の楽器
音を録音し、ひとつの音色に仕上げる処理。

➠

1. ソングバンクボタン
を押して、画面上の
“ソングバンク”の表
示を消灯させる。

2. デモ演奏を停止す
る。

� 17ページ

� 11ページ
➠ ➠ ➠
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製品仕様

型式： LK-101

鍵盤数： 61鍵　5オクターブ（標準鍵）
• 光鍵盤： 同時発光数（最大4鍵）、オン／オフ設定可

同時発音数： 最大12音

音色数： 100

ミュージカルインフォメーション機能： 音色、自動伴奏／ソングバンクの番号および名称、テンポ、3ステップレッスン表示、
コード名、運指、タイミング表示、キーライト、運指音声

3ステップレッスン機能： 3種類（ステップ1、2、3）
• 再生方式： 1曲繰り返し再生
• 運指音声： オン／オフ設定可

自動伴奏機能
• リズム／パターン数： 50
• テンポ： 可変（216段階　  = 40～255）
• コード： 2種類（カシオコード、フィンガード）
• リズムコントローラー： シンクロ／フィルイン、スタート／ストップ

ソングバンク曲数： 100

その他の機能
• トランスポーズ： 12段階（F

�
～C～F）

• チューニング： 可変 A4=約440Hz±50セント

スピーカー： ø10cm×2（出力2W＋2W）

電源： 2電源方式
• 電池： 単3形電池6本使用
　　　　　 電池持続時間 ： 約4時間･････アルカリ電池使用時
　　　　　 約1時間･････マンガン電池使用時

• 家庭用100V電源： ACアダプターAD-5JL使用

入出力端子
• サスティン端子： 標準ジャック
• 電源端子： DC9V
• ヘッドホン／アウトプット端子： ステレオ標準ジャック（モノラル出力）

出力インピーダンス：78Ω
出力電圧：4V (RMS) MAX

• マイク イン端子： モノラルミニジャック
入力インピーダンス：1KΩ
入力感度：10mV

消費電力： 9V  7.7W

サイズ（H×W×D）： 94.3×37.3×12.5（cm）

重量： 4.8kg（電池含まず）

付属品： ACアダプター（AD-5JL）、譜面立て、ハンズフリーマイク、
マイクホルダー、取扱説明書、保証書、楽譜集、歌詞集

★改良のため、仕様およびデザインを予告なく変更することがあります。

656A-J-027A

【別売品のご案内】 商品名
ヘッドホン
サスティンペダル

ソフトケース

品番
CP-16
SP-3
SP-20
SC-550B

★別売品はいずれも、
カシオ電子楽器取扱
店（全国の有名楽器
店、デパートなど）で
お求めになれます。

商品名
スタンド

イス

品番
CS-4B
CS-7W
CB-5
CB-7
CB-9BN
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フィンガードコード一覧
よく使われるコードの各キーでの押さえ方です。（転回形も含まれています）

メジャー m
（マイナー）

7
（セブンス）

m7
（マイナーセブンス）

dim7
（ディミニッシュセブンス）

コード種

ルート

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 2, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

※

※

※

M7
（メジャーセブンス）

m7�5
（マイナーセブンスフラットフィフス）

dim
（ディミニッシュ）

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 3, 2]

[5, 3, 2]

[5, 3, 2]

[5, 3, 2]

[5, 3, 2]

[5, 3, 2]

[5, 3, 2]

[5, 3, 2]

[5, 3, 2]

[5, 3, 2]

[5, 3, 2]

[5, 3, 2]
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※伴奏鍵盤の範囲の関係で押さえられませんが、同じ構成音のaugコードやdim7コード（ベース音が異なる）で
代用できる場合があります。
• B�augと構成音の同じコード ：Daug, F�aug
• Baugと構成音の同じコード ：E�aug, Gaug
• Adim7と構成音の同じコード ：Cdim7, E�dim7, F�dim7
• B�dim7と構成音の同じコード：C�dim7, Edim7, Gdim7
• Bdim7と構成音の同じコード ：Ddim7, Fdim7, A�dim7

aug
（オーギュメント）

sus4
（サスフォー）

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 3, 1]

[5, 2, 1]

[5, 2, 1]

[5, 2, 1]

[5, 2, 1]

[5, 2, 1]

[5, 2, 1]

[5, 2, 1]

[5, 2, 1]

[5, 2, 1]

[5, 3, 1] [5, 2, 1]

[5, 2, 1]

[5, 2, 1]

※

※

7 sus4
（セブンスサスフォー）

m add9
（マイナーアドナインス）

m M7
（マイナーメジャーセブンス）

7�5
（セブンスフラットフィフス）

add9
（アドナインス）

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

[5, 4, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[5, 4, 2, 1] [4, 3, 2, 1]

[4, 3, 2, 1]

[5, 3, 2, 1]

コード種

ルート
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